
 

 

２．基準消防力と現有消防力の比較  

区     分 
基    準 

（Ａ） 

現    有 

（Ｂ） 

比    較 

（Ｂ－Ａ） 

車 
 
 
 
 

両 
 
 
 
 

等 
 

指 揮 車 １ １ ０ 

消 防 ポ ン プ 自 動 車 ５ ５ ０ 

は し ご 自 動 車 １ ０ △１ 

化 学 自 動 車 １ ０ △１ 

三セ 

 ッ 

点ト 

大型高所放水車 １ １ ０ 

大 型 化 学 車 １ １ ０ 

泡 原 液 搬 送 車 １ １ ０ 

救 助 工 作 車 １ １ ０ 

救 急 自 動 車 ３ ３ ０ 

特 殊 車 等 １ １ ０ 

消 防 艇 １ ０ △１ 

※ １ はしご自動車及び化学自動車を現有していないのは、三点セットの大型高所放水車及

び大型化学車で、それぞれ代替できるため。 

※ ２ 消防艇を現有していないのは、応援協定を締結（名古屋市及び名古屋海上保安部）し

て対応しているため。 

区          分 
基    準 

（Ａ） 

現    有 

（Ｂ） 

比    較 

（Ｂ－Ａ） 

指 揮 隊 員 、 消 防 隊 員 
１１９ ７６ △４３ 

救 急 隊 員 、 救 助 隊 員 

通 信 員  ５   ４ △ １ 

予 防 要 員  １７   ７（２） △ ８ 

庶 務 の 処 理 等 の 人 員 １０  １７   ８ 

合         計 １５１ １０４（２） △４５ 

※ 基準欄は、基準台数に対する人員である。 

※ （ ）内は、再任用短時間勤務職員 


